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1. 準備編 
1.1. はじめに 

BumpRecorderは次の３つから構成されます。 

・BumpRecorder APP ：アンドロイドスマートフォン用路面性状計測アプリ 
・AtomicBump ：全自動計測専用端末 

・BumpRecorder Web ：計測結果確認用Webサイト 

 

このマニュアルは BumpRecorder Webの操作方法について説明します。 

下記アドレスにパソコンのブラウザでアクセスしてください。 

 https://map.bumprecorder.com/ 
 

※BumpRecorder App、AtomicBumpは、それぞれの取り扱い説明書参照。 

 
1.2. ＩＤについて 

BumpRecroder App/Webは IDなしでもご利用いただけますが、ID登録いただく
と自分のデータだけを閲覧・データダウンロードできるようになります。 

 
ユーザーIDの種類と概要 
ユーザーID  Web表示・機能 データダウンロード 利用料 

ID使用せず 
他者にも公開 
一部機能制限 

不可 無料	

無料 ID 
他者にも公開 
一部機能制限 

都度課金 無料 

従量制 ID 
自グループのみ（非公開） 

一部機能制限 
都度課金 年間契約 

定額制 ID 
自グループのみ（非公開） 

全機能利用可能 
（オプション機能は別途） 

契約費用に含む ３ヶ月以上 

 
・無料 IDは BumpRecorder Webの画面から取得できます（次項にて説明）。 
・従量制 ID、定額制 IDをあわせて「グループ ID」または「有料 ID」と呼びます。 
・グループ IDの取得（契約）は当社へお問い合わせください。 
・グループ（自治体や会社）の中にユーザーIDを設定できます。 
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1.2.1. 無料 ID 取得 
パソコンのブラウザで下記URLにアク
セスします。 
https://map.bumprecorder.com 

エラー! 参照元が見つかりません。のよ
うな画面が開いたら画面右上の「無料 ID
取得」ボタンを押します。 
図 1-のユーザー登録画面が開いたらユ
ーザ名、パスワードを入力し「登録」ボ

タンを押します。 
すでにその IDが使われていたら ID登録できません。他の名称で登録ください。 
 
無料 IDは月額利用料、年間利用料は不
要で、地図画面閲覧、計測生データ（GPS、
加速度データ）のダウンロードは無料で

す。 
IRIなどの解析データのダウンロードは
ダウンロード時に PayPal のクレジット
カード払いによる都度課金になります。 
※PayPayではありません。 
 
 

1.2.2. グループ ID 取得 
グループ IDには従量制 ID（年間契約）と定額制 ID（３ヶ月以上の月契約）がありま
す。ご契約は当社にお問い合わせください。ご契約後に御社専用にグループを設定し、

御社専用の有料 ID登録 URLを連絡します。有料 ID登録画面は図 1-とほぼ同じです。
登録しようとした IDがすでに登録されていた場合（無料 ID含む）登録できません。他
の名称で登録ください。 
データは非公開となり、御社専用 URLで取得した IDでログインした人のみがデータ

閲覧可能です。IRIなどの解析データのダウンロードも可能です。（契約内容により都度

課金となる場合もあります） 
 

1.2.3. ログイン 
BumpRecorder Webの右上の「ログイン」ボタンを押して ID、パスワードを入力す
ると有料版の画面にかわります。 

  

図 1-2 ユーザー登録画面 

図 1-1 BumpRecorder Web初期画面 
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2. 基礎編（データ閲覧・地図画面） 
無料 ID、有料 ID とも利用可能です。 

 
2.1. 画面名称 

BumpRecorder Webにアクセスして

最初に開く画面を「地図画面」と呼びま

す。地図画面は大きく分けて３つのパー

トに分かれます。 
・上部メニュー 
地図画面以外の機能へのリンクです。 

・地図 
ここに計測結果が表示されます。 

・パネル 
表示するデータの期間や種類を選びま

す。地図の右上の「>>」を押すとパネルを閉じたり開いたりできます。 
 

2.2. 言語切替 
上部メニューの一番右に [ENG] または [日] と表示されています。 
 
現在のパネルの表示が英語の場合 [日] をクリックすると日本語に切り替わります。 
現在のパネルの表示が日本語の場合 [ENG] をクリックすると英語に切り替わります。 
 

2.3. パネル操作 
2.3.1. 背景地図 
下記の地図から選択できます。 

・OpenStreetMap（デフォルト） 
海外のデータを見る場合はこれを使ってください。 

・地理院地図 
日本国内のデータを見る場合は地理院地図も便利です。標準の「地理院地図」は色が

濃いのでデータの色分け表示が見づらい場合は「地理院地図（淡色）」が見やすいです。

「地理院地図（写真）」にすると航空写真が表示されます。地名表示などはなくなりま

すが、どのような場所かイメージできます。 

・無地 
背景地図なしでデータだけ表示させたい場合に使用します。OpenStreetMap、地理院地

図よりもさらにズームインできます。 

図 2-1 BumpRecorder Web画面 

上部メニュー 

地図 パネル 
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・淡色：チェックボックス（デフォルト ON） 
「背景地図」セレクトボックス（正確には「表示種類」）の右に「淡色」

チェックボックスがあります。 

チェック ON ：背景地図の色が淡く表示されます。 

チェック OFF ：背景地図の色がオリジナルの濃さで表示されます。 

データを見るときには ON、地図を見るときには OFFにすると見やすくなります。 

 

2.3.2. 検索条件 
以下の条件を変えたあと右下の「検索」

ボタンを押してください。「検索」ボタン

を押さないと表示は変わりません。 

 

・from / to 
日付が表示されている部分をクリックして日付選択ができます。 

from <= 計測開始日時(データのファイル名) <= toのデータを表示します。 

from = to にするとその１日のデータが表示されます。 

 

・新旧比較：ボタン 
応用編参照ください。 

 

・計測者 
下記から選択できます。 

・シェア ：IDなしまたは無料 IDでアップロードされた公開データを表示。 

・自グループ ：有料 IDで自分のグループのデータを表示。 

・自分 ：有料 IDで自分のユーザーIDでアップロードされたデータを表示。 

 

・計測車 
自動車、鉄道、自転車、全車種から選択できます。 

有料 IDの場合、通常は「自動車」でデータが登録されています。鉄道用途、自転車用

途で契約された場合、鉄道・自転車で登録されます。 

無料 IDの場合、アップロード後に路面性状算出中に自動判定されます。 

 

・計測車 
自動車、鉄道、自転車、全車種から選択できます。 

有料 IDの場合、通常は「自動車」でデータが登録されています。鉄道用途、自転車用

途で契約された場合、鉄道・自転車で登録されます。 
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無料 IDの場合、アップロード後に路面性状算出中に自動判定されます。 

 

・データリスト 
上記の検索条件を指定して「検索」ボタンを押したとき、地図表示されている範囲内

のデータをパネル下部の「データリスト」に新しい順に表示します。 

  



 9 

2.3.3. 表示種類 
「検索」ボタンを押さなくても表示が変わります。 

 

・判例区分：セレクトボックス 
IRIなどの区間に定義されたデータは、値に

よって色分け表示されます。いくつの値を何

色で表示するかを変更できます。 

 

・Speed：セレクトボックス 
BumpRecorder での計測精度は 20km/h 以下で悪くなります。

そのためデフォルトでは 20km/h以上を表示するようにしています。 

Speed > 0km/h ：算出できたデータすべて表示。ばらつきが

大きくなっても欠測を防ぎたい場合に使用。 

Speed >= 20km/h ：区間内の平均速度が 20km/h以上のデータを表示。 

Speed >= 30km/h ：区間内の平均速度が 30km/h以上のデータを表示。よりばらつきが

小さいデータのみを表示したい場合に使用。 

 

※上限速度は計測に使用したスマートフォンの加速度サンプリング周波数に依存しま

す。200Hz以上あれば走行速度が 120km/hでも問題ありません。 

 

・走行方向：セレクトボックス 
BumpRecorderは IRIなどの区間定義指標の区間を決める際に

キロポスト定義を使っていません。そのためどの方向が上り・下り

かわかりません。その代わりに走行方向を選ぶことで上下線を分け

て表示できるようにしています。 

 

走行方向：全方向 走行方向によらずすべて表示します。 

走行方向：東向き 起点より終点が東になっているデータを表示します。 

走行方向：西向き 起点より終点が西になっているデータを表示します。 

走行方向：北向き 起点より終点が北になっているデータを表示します。 

走行方向：南向き 起点より終点が南になっているデータを表示します。 

 

※起点・終点は IRI などの算出区間ごと（たとえば 20m 程度ごと）についてです。経

路全体の起点・終点のことではありません。南西から北東に走っている場合、東向

きと北向きで表示され、西向きと北向きでは表示されません。 
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・指標選択：チェックボックス（ただしラジオボタン風動作） 
区間定義指標と地点定義指標からそれ

ぞれ１種類と、経路を選択できます。 

 

経路 
GPS 情報を線で表示します。走行方向のセレクトボックスでの選択によらずすべて表示

されます。区間定義指標、地点定義指標どちらも選択されていない場合は茶色、どちら

か一方でも選択されている場合は灰色で表示されます。 

 

区間定義指標 
IRIのように、ここからここまで（たとえば 20m 程度）の区間に１つの評価値を定義す

る指標で、BumpRecorder Webの地図上には色分けされた線で表示されます。 

IRI、平たん性σ、ひび割れ、直線性σ、速度、MCI、PCR、LTx、LTz、Ax、Az、局所変

状、横 G、が区間定義指標です。 

※各指標の意味は「4.1.1 区間定義指標」を参照ください。 

 

地点定義指標 
「この場所」に定義される指標で、BumpRecorder Webの地図上には三角マークの

大きさで表示されます。 

段差高(2m)、(10m)、(15m)、ばね上、が地点定義指標です。 

※各指標の意味は「4.1.2地点定義指標」を参照ください。 
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3. 基礎編（グラフ表示） 
有料 ID の機能です。無料 ID では利用できません。 

始めに地図上でエリアを選び、次にグラフを表示します。 
 

3.1. エリア選択 
エリア選択方法は、矩形、ポリゴン、ライン

の３種類があります。 
 

3.1.1. 矩形選択（２地点選択） 
地図上でクリックした２地点を対角点とする長方形エリアを選択する方法です。 
地図上でクリックした地点の緯度経度が、パネルの「地点１」の「Latitude」「Longitude」

欄に表示されます。パネルの「地点１」は今クリックした地点、「地点２」はその前に

クリックした地点の緯度経度が表示されます。右側には「Distance=205m」のように２

地点間の直線距離が表示されます。ただ

し大圏距離ではなく概算のため遠い距離

では誤差が大きくなります。 
 
地点１の Latitude、Longitude 欄に直接入力することもできます。 
地点２には直接入力できませんが、地点１に入力してから地図上でクリックし、パネ

ルの地点１の Latitude、Longitude 欄を直接入力して修正することで、地点１、地点２

とも数値指定することができます。 
 
「Clear」ボタンを押すと選択解除されます。 
 

3.1.2. ポリゴン選択（多角形選択） 
地図上で３地点以上をクリックし

て、そこを頂点とする多角形のエリア

を選択する方法です。最後の頂点でダブルクリックするとポリゴン（多角形）描画が完

了します。 
「修正」ボタンを押すと地図上に描画したポリゴンの頂点

にやや大きめの赤丸、ポリゴンの辺の中央にやや小さめの

赤丸が現れます。 
・大きめの赤丸をドラッグ（移動）すると頂点の位置が変

更できます。 
・小さめの赤丸をドラッグすると頂点を増やせます。 
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・大きめの赤丸をクリックしてキーボードの削除キーを押すと頂点を削除できます。（ク

リック位置がかなりシビアで削除しづらいかもしれません。） 
・それ以外のところをクリックすると赤丸が消え修正モードが終了します。 

 
「Clear」ボタンを押すとポリゴンが消去（選択解除）されます。 
 

3.1.3. ライン選択（折れ線選択） 
地図上で２地点以上をクリックし

て折れ線を描く方法です。最後の点

でダブルクリックするとライン描画

が完 了します。ライン描画が完 了すると右下に

「Distance=255m」のようにラインの長さが表示されます。

地図上では起点に S、終点に Eのバルーンが現れます。 
 
「修正」ボタンを押すと前項のポリゴン選択同様にライン

の頂点の位置を変更できます。 
 
「保存」ボタンを押すとライン頂点の緯度経度を CSVファイルでダウンロードできま

す。 
「読込」ボタンを押してダウンロードした CSVファイルを選ぶと地図上でクリックし

なくてもラインが描画されます。 
 
「Clear」ボタンを押すとポリゴンが消去（選択解除）されます。 
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3.2. グラフ表示 
ヒストグラム、時系列グラフ、距離標グラフの表示に加え

て、距離別一覧表の表示、データダウンロードができます。

前項で説明したエリア選択を先に行って、選択したエリア

内、選択したラインに沿ったデータについてのグラフを表

示します。スクウェアメッシュサイズ２の区間（区間長 20m 強）のデータについてグ

ラフ表示します。 
※データダウンロードについては別章に記載します。 
 

3.2.1. 選択地点のヒストグラム 
「解析種類」のセレクトボックスで「選択地

点のヒストグラム」を選び、右にある「解析」

ボタンを押してしばらく待つとグラフが表示

されます。（結構時間がかかることもあります。） 
形式：ヒストグラム 
横軸：指標の値 
縦軸：区間の数（頻度） 
 
グラフ右上の「拡大」ボタンを押すとグラフ

を大きく表示します。グラフ右上の「✕」マー

クを押すとグラフを閉じます。 
 

3.2.2. 選択地点の時系列グラフ 
「解析種類」のセレクトボックスで「選択地

点の時系列グラフ」を選び、右にある「解析」

ボタンを押してしばらく待つとグラフが表示

されます。（結構時間がかかることもあります。） 
形式：箱ひげ図 
横軸：計測日 
縦軸：指標の値 
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3.2.3. 選択地点間の距離標グラフ 
エリア選択は「矩形」（２点選択）のみ対応し

ています。最初にクリックした地点（地点２）

を起点、次にクリックした地点（地点１）を終

点とするデータを探してグラフ化します。 
「解析種類」のセレクトボックスで「選択地

点間の距離標グラフ」を選び、右にある「解析」

ボタンを押してしばらく待つとグラフが表示

されます。（結構時間がかかることもあります。） 
形式：折れ線グラフ 
横軸：起点（地点２）からの距離 
縦軸：指標の値 
 
オレンジの折れ線は「検索条件」の「from」〜「to」の前半のデータ、緑色の折れ線

は後半のデータを示します。グラフの折れ線上にマウスを持っていくと、地図の該当す

る地点に緑丸が表示されます。 
 

3.2.4. 選択地点間の距離別一覧表 
前項の「選択地点間の距離標グラフ」を一覧表で表示します。 
エリア選択は「矩形」（２点選択）のみ対応しています。最初にクリックした地点（地

点２）を起点、次にクリックした地点（地点１）を終点とするデータを探して一覧表で

表示します。 
「解析種類」のセレクトボック

スで「選択地点間の距離標別一覧

表」を選び、右にある「解析」ボ

タンを押すとブラウザに別タブ

または別ウィンドウが開き、しば

らく待つと一覧表が表示されま

す。（結構時間がかかることもあ

ります。） 
一覧表の上にある [download] を押すと表の内容を CSV ファイルでダウンロードで

きます。（時間がかかります。CSVなので色は付きません） 
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4. 応用編（新旧比較） 
有料 ID の機能です。無料 ID では利用できません。 

 
パネル上部の「検索条件」の「to」の右
にある「新旧比較」ボタンを押すと別画

面に遷移します。 
同じ場所の地図が２つ表示されます。２つの地図の表示条件は日付のみ異なります。

地図の右上で日付選択できます。デフォルトでは左に１年以上前のデータ、右に１年以

内のデータが表示されます。一方で地図を動かすと他方も同じように動きます。 
画面右上の「ホーム」または左上の「BumpRecorder Web」をクリックすると標準画

面に戻ります。 
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5. 応用編（データダウンロード） 
5.1. 計測ファイルごとのダウンロード 
上部メニュー「データダウンロード」をクリックするとサブメ

ニューが開き、算出指標ダウンロード、指定区間長ダウンロー

ド、生データダウンロードがあります。 
※ID なしでは利用できません。 

 
5.1.1. 算出指標ダウンロード（従量制：無料 ID、従量制 ID の場合） 

都度課金になります。定額制 IDは画面が違います。次項を参照ください。 

標準の地図画面の上部メニュー「データダウンロード」で「算出指標ダウンロード」

を選ぶと下記の画面に遷移します。 

１）指標種類を IRI、平たん性σ、ひび割れ率の中から選ぶ。 

２）メッシュサイズを２、４、８、１６、３２の中から選ぶ。 

３）ダウンロードするデータの左端のチェックボックスにチェックを入れる。 

４）画面右上の「ダウンロード」ボタンを押す。 

 
 
５）確認ダイヤログが開くのでデータの計測日時、

メッシュサイズ、距離、金額を確認し、PayPal

支払（クレジットカード払い）または「チケッ

ト支払」を選択して「支払い」ボタンを押す。 

６）支払いが完了すると自動的にダウンロードが

始まります。 

※PayPalです。PayPayではありません。 

※購入したデータは「ダウンロード」ボタンを押

すと再課金なしで再びダウンロードできます。 

※「チケット支払」する場合は、事前に画面右上の「チケットの購入」を押し、遷移



 17 

した画面で「チケットの購入」ボタンを押して PayPal 支払（クレジットカード払い）

でチケットを購入してください。チケットの払い戻しはありません。 

 
5.1.2. 算出指標ダウンロード（定額制 ID の場合） 
契約料金に含まれており追加課金はありません。無料ID、従量制IDは画面が違います。

前項を参照ください。 

標準の地図画面の上部メニュー「データダウンロード」で「算出指標ダウンロード」

を選ぶと下記の画面に遷移します。 

ダウンロードしたいデータの右端に

ある「解析データ」ボタンを押すとダ

ウンロードが始まります。 

 

5.1.3. 指定区間長ダウンロード 
定額制 ID のみの機能です。定額制 ID でも契約期間外は利用できません。 

標準の地図画面の上部メニュー「データダウンロード」で「指定区間長ダウンロード」

を選ぶと下記の画面に遷移します。標準画面に似ていますが、専用画面です。地図に表

示されているデータは IRIです。 

 
 

パネルで STEP1〜4の順に設定して算出リクエストし、別画面から算出結果をダウンロ

ードします。 
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STEP 1.対象データ検索条件 

複数データを一括リクエストできない

ので、STEP3 でデータを選びやすいよう

に計測日、計測者を絞り込んでおきます。 

 

STEP 2.指標算出経路を地図上に描画 

算出する経路を地図上に描きます。 

操作方法は標準画面の「3.1.3ライン選

択」と同じです。 

どこに計測データがあるかわかるように地図には IRI を表示しています。データが邪

魔で背景地図が見づらい場合は「データ表示」チェックボックスのチェックを OFFにし

てください。 

 

STEP 3.対象データ選択 

「対象データ検索」ボタンを押してく

ださい。しばらく待つと STEP2で描いた

経路に沿ったデータの一覧が表示され

ます。左端のチェックボックスに１つチ

ェックを入れてください。（複数のチェ

ックは入れられません） 

一覧の意味は下記です。 

・データファイル 

計測データのファイル名です。 

・区間進入日時 

計測時に周回していると同じデータファイルにも複数回該当するため、描いた経路に

進入した日時を表示しています。 

・向き 

＞順：描いた経路と同じ方向に走ったデータです。 

逆＜：描いた経路と逆の方向に走ったデータです。 

・距離 

十分：描いた経路と同じ長さのデータが算出できます。 

xx％：なんらかの理由で経路の一部が算出できず、算出できるのは xx％分です。 
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STEP 4.指標算出条件 

STEP2 で描いた経路の長さが表示され

ています。「実際の距離」「区間長」を入

力してください。 

※実際の距離：たとえば対象道路にキロ

ポストが設定されていて、１KP 分の

経路を描いたところ 1020m あるよう

な場合、区間長 20mで算出すると 51 区間になります。しかし KPに合わせて 50 区間

の等分割にしたい場合は「実際の距離」欄に 1000mと入力してください。 

※区間長：10m以上、1m単位で指定できます。 

※余りの扱い：実際の距離が 1010m、区間長 20m の場合、描いた経路の起点側から 20m

で区切り、終点側の最後の区間は 10mで計算されます。 

 

「算出名称」欄の入力は任意です。算出結果をダウンロードする画面で探しやすくす

るための備考欄です。 

 

「算出リクエスト」を押すと算出が始まります。 

 

リクエスト一覧 

リクエスト画面のパネルの上と下に「リクエスト一覧」リンクがあります。それをク

リックすると下記の画面に遷移します。 

 

「指標ダウンロード」ボタン：算出結果がダウンロードできます。 

「経路ダウンロード」ボタン： STEP2で描いた経路がダウンロードできます。 

「削除」ボタン：不要なリクエストを削除できます。 

 
 

※古いリクエストデータは自動削除されます。 
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5.1.4. 生データダウンロード 
標準の地図画面の上部メニュー「データダウンロード」で「生データダウンロード」

を選ぶと下記の画面に遷移します。 

 

「オリジナルファイル」ボタン 

無料 ID、有料 IDとも利用可能です。 

生データをダウンロードできます。「生データ」とはスマートフォンや全自動計測専用

端末 AtomicBumpに記録された加速度データや GPSデータのことです。 

 

「車両軸変換ファイル」ボタン 

定額制 IDのみ（契約期間中のみ）利用可能です。 

加速度データは３軸加速度ですが、スマートフォンや専用端末の設置姿勢によって、

どの軸が上下・左右・前後になるかが変わってしまいます。また加速度、GPS など非同

期に取得されるので、それぞれ別ファイルで記録されています。 

これを X 軸：左右、Y 軸：前後、Z 軸：上下になるようにしたうえ、１ファイル化（１

行に時刻、緯度経度、加速度、ジャイロの値を記載）したものをダウンロードできます。 

 

「アプリ版フォーマットに変換」ボタン 

無料 ID、有料 IDとも利用可能です。 

スマートフォンアプリBumpRecorder Appの加速度ファイルはテキストファイルで

すが、専用端末 AtomicBumpの加速度ファイルはバイナリファイルです。このバイナ

リファイルを BumpRecorder App と同じフォーマットのテキストファイルでダウン

ロード出来ます。 
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5.2. 地図でエリアを選んでダウンロード 
定額制 ID の機能です。無料 ID、従量制 ID では利用できません。 

 
5.2.1. エリア選択 

標準画面の地図上でエリア・経路を選ぶ操作は「3.基礎編（グラフ表示）」の「3.1.エ
リア選択」と同じです。そちらを参照ください。 

 
5.2.2. データダウンロード 
「解析種類」のセレクトボックスで「データ

ダウンロード」を選びます。 
 

エリア選択が矩形またはポリゴンの場合 

「解析」ボタンを押してしばらく待つとエリア内の算出指標がテキストファイル形式

でダウンロードされます。パネルの「表示種類」で走行方向を指定することもできます。

「表示種類」での選択にかかわらず指標はすべてダウンロードされます。 
 

エリア選択がラインの場合 

「ライン」を選択すると「解析種類」セレク

トボックスの下に「ダウンロード種別」セレ

クトボックスが現れます。 
・個別データ 

計測ごとのデータを統計化せずにダウンロードします。 
・月間統計データ 

描いたラインの起点からの距離ごと、１ヶ月ごとに平均値や中央値などの統計データ

をテキスト形式でダウンロードします。グラフも SVG 形式で同時にダウンロードし

ます。 
・四半期統計データ 

１〜３月、４〜６月、７〜９月、10〜12月ごとの統計データをダウンロードします。 
・年間統計データ 

１〜12月の統計データをダウンロードします。（４〜３月の年度ではありません） 
・選択期間統計データ 

パネルの「検索条件」で選択した期間全体通した統計データをダウンロードします。 
 
「解析」ボタンを押してしばらく待つと算出指標がテキストファイル形式ほかでダウ

ンロードされます。矩形、ポリゴンより時間がかかります。 
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※ダウンロードファイル内の指標の英字表記や意味は「6.付録」の「6.1.1.区間定義指

標」を参照ください。 
※統計データのダウンロードファイル内では下記表記を使っています。 

p010 ：10パーセンタイル値 
p025 ：25パーセンタイル値 
p050 ：50パーセンタイル値（中央値） 
p075 ：75パーセンタイル値 
p090 ：90パーセンタイル値 
avg ：平均値 
sd ：標本標準偏差 

※SVGファイルは画像ファイルの一種でレタッチソフトのほかブラウザでも表示でき

ます。 
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6. 付録 
6.1. 評価指標 

BumpRecorder で算出している評価指標は大きく分けて区間定義指標と地点定義指

標（いずれも一般用語ではなく本マニュアルでの表記です）の２種類があります。 
 

6.1.1. 区間定義指標 
IRIのように、ここからここまで（たとえば 20m 程度）の区間に１つの評価値を定義す

る指標で、BumpRecorder Webの地図上には色分けされた線で表示されます。 

指標名 説明 

IRI 

[mm/m] 

準拠 

International Roughness Index(国際ラフネス指数)、規定された重量・

サスペンション硬さの車両が 80km/hで走行した場合のサスペンション

の伸縮量の絶対値の平均。実際にこの車両・速度では走れないので、縦

断プロファイルからコンピュータ・シミュレーションで算出する。 

平たん性σ 

(JRI) 

[mm] 

ほぼ準拠 

3mプロフィロメータの読み値の標準偏差。BRでは縦断プロファイルか

らコンピュータ・シミュレーションで算出している。 

BumpRecorder では IRI のように JRI: Japanese Roughness Index

と表現している。 

ひび割れ率 

[%] 

ほぼ独自 

BR では画像撮影しておらず加速度データから推定する。そのためタイ

ヤが踏みしめた路面（測線上）のひび割れ状態しか反映できない。チェ

ックボックスでは「ひび割れ率」としているがバンプレコーダー社の独

自指標「測線ひび割れ率」である。 

直線性σ 

(linearity) 

[mm] 

独自 

平たん性σは上下加速度から算出しているが、同じロジックを左右加速

度に適用したもの。運転状態（操舵状況）が含まれるが、左右の測線の

縦断プロファイルに位相差があると（一方だけに凹凸があると）左右加

速度が生じ大きな値となる。 

速度 

[m/s][km/h] 

区間内の平均速度。 

MCI 

[無次元] 

やや独自 

Maintenance Control Index、10がもっともよく、0がもっとも悪い状

態を示す。計算式は平たん性σとひび割れ率の２指標から算出する式、

わだち掘れ量=0 の３指標から算出する式を使用し、小さい方の値を採

用している。ただし BRでは通常のひび割れ率ではなく測線ひび割れ率

を使用しているため実質的に独自指標。 

https://www.pwrc.or.jp/yougo_g/pdf_g/y1104-P053-054.pdf 

PCR Pavement Condition Rating、100がもっともよく、0がもっとも悪い状
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[無次元] 

やや独自 

態を示すアメリカの指標。ただし BRでは通常のひび割れ率ではなく測

線ひび割れ率を使用しているため実質的に独自指標。 

https://www.carbonyte.com/Documents/PCR%20Distress-ID-Manual.pdf 

LTx 

[無次元] 

準拠 

鉄道向け指標。鉄道総研が開発した新幹線での乗り心地評価を想定した

指標。ISO2631-4のパラメータを調整したような指標。値が大きいほど

乗り心地が悪い。LTxは左右方向の振動に対する評価。速度依存性・車

両依存性あり。 

LTz 

[無次元] 

準拠 

鉄道向け指標。値が大きいほど乗り心地が悪い。LTzは上下方向の振動

に対する評価。 

Ax 

[db] 

準拠 

鉄道向け指標。左右加速度を 10Hzのローパスフィルタをかけ隣接する

極大〜極小の振幅の差の（絶対値の）、区間内の最大値。速度依存性・

車両依存性あり。 

Az 

[db] 

準拠 

鉄道向け指標。上下加速度を 10Hzのローパスフィルタをかけ直近の最

大〜最小の振幅の差の（絶対値の）、区間内の最大値。 

局所変状 

(dist_z) 

[無次元] 

独自 

LTz と Az の比率から求めた複合指標。LTz は区間平均、Az は区間最大

なので、局所変状があると大きな値となる。インターロッキングのよう

な場合でも局所変状がなければ大きな値にはならない。 

横 G 

(dist_x) 

[無次元] 

独自 

LTx と Ax の比率から求めた複合指標。局所変状指標の左右方向版。運

転挙動・操舵状態が含まれる。 

※指標名の下の記載は下記の意味。 

準拠 定義式どおりに計算。 

ほぼ準拠 定義式どおりに計算しているが 1.5mデータではなく 25cmデータを使用。 

やや独自 定義式どおりに計算しているが一部独自指標を使用。 

ほぼ独自 通常の指標に似ているが若干定義が異なるもの。 

独自 バンプレコーダー社独自が独自に作った指標 

※指標名の下の()カッコ内はダウンロードファイルなどでの英字表記。 

※指標名の下の[]カッコ内は単位。[無次元]は単位なし。 

※説明欄の「BRでは」は BumpRecorderでの算出方法を記載。 
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6.1.2. 地点定義指標 
「この場所」に定義される指標で、BumpRecorder Webの地図上には三角マークの

大きさで表示されます。 

指標名 説明 

段差高(2m) 

[mm][m] 

準拠・拡張 

舗装調査・試験法便覧に記載された方法を、縦断プロファイルからコ

ンピュータ・シミュレーションで実施。路面に 2mの水糸を当て、路面

との乖離がもっとも大きくなった距離を「段差高」と定義。階段状の

段差だけでなくマンホールの擦り付け部のようなうねり状の部分にも

「段差高」が定義される。 

BR では定義を拡張して、水糸が路面の下側に来る場合もマイナスの段

差高として定義。それらの場所を段差の位置、当てた水糸両端の位置

までの短い方の距離を「段差長」と定義。 

海外の空港で使用されている BBI：Boeing Bump Index に近い。（ただ

し BBIには水糸の長さの規定がない） 

 (10m) 

[mm][m] 

準拠・拡張 

10mの水糸を使って段差高を求めたもの。 

（舗装調査・試験法便覧で 2m、10m、15mの水糸となっている） 

 (15m) 

[mm][m] 

準拠・拡張 

15mの水糸を使って段差高を求めたもの。 

（舗装調査・試験法便覧で 2m、10m、15mの水糸となっている） 

ばね上 

[mm][m] 

独自 

車両のダッシュボード上で計測した上下加速度を二階積分して上下動

を求め、隣接する極大〜極小の差を「ばね上段差高」と定義。 

BumpRecorderの開発原点となった指標。乗り心地に関連した値で、

大きいと乗り心地が悪い。速度依存性・車両依存性あり。 

※指標名の下の記載は下記の意味。 

準拠・拡張 定義式どおりに計算した値に加え、独自の属性情報を追加。 

独自 バンプレコーダー社独自が独自に作った指標 

※指標名の下の[]カッコ内は単位。[無次元]は単位なし。 

※地点定義指標も前後の路面状態に依存するので正確には区間に定義されているが、

BumpRecorder Webで線の色分けではなく点（三角の大きさ）で表現しているの

で地点定義と表現している。 
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6.2. 指標算出区間：スクウェアメッシュ区間 
IRIなどの区間定義指標は区間の代表値として定義されているため、同じ場所でも区間

長によって、さらには同じ区間長でも起点・終点の位置によって指標の値が変化します。

そのため算出区間の定義方法は重要で、前回と今回の計測で、区間長あるいは起終点の

位置が異なるといかに正確に計測しても値が変わり、前後比較が難しくなります。 
従来から行われている方法は KP（キロポスト）で区切る方法です。GPS での測位デ

ータをこれに割り当てるためには、KPごとの緯度経度の対応データ（KPマスター）が
必要です。地方自治体が管理する道路などではこれがデータ化されていないことが少な

くありません。 
BumpRecorderでは KPマスターを用意しなくても、同じ起終点で算出区間を定義で

きるようにバンプレコーダー社独自の方法として「スクウェアメッシュ」「スクウェア

メッシュ区間」を使っています。 
 

6.2.1. スクウェアメッシュ・スクウェアメッシュ区間・メッシュサイズ 
あらかじめ地球上に正方形のメッシュ「スクウェアメッシュ」を定

義し、走行経路がメッシュを横切った区間を１区間とします。つま

り起終点を下記とします。 
起点：メッシュ進入時の位置 
終点：メッシュ退出時の位置 
 
経度の１度を 8192（=2の 13乗）分の１にし

た長さを東西の長さとし、南北も同じ長さにな

る正方形を基準メッシュ（メッシュサイズ１）

とします。 
※正確には正方形ではなくわずかに台形です

が実用上正方形とみなせる程度です。 
※緯度によって辺の長さが変わります。 
 
緯度 lat、経度 lon が与えられたとき、下記の式でメッシュ番号 LatCode、LonCode
を求めます。 

 𝐿𝑜𝑛𝐶𝑜𝑑𝑒 = 𝑖𝑛𝑡( !"#
$%&'

)	 

 𝐿𝑎𝑡𝐶𝑜𝑑𝑒 = 𝑖𝑛𝑡(𝛼 × ∫ %
(")(!+,)

) = 𝑖𝑛𝑡(.
'
× 𝑙𝑜𝑔(%/)0#(!+,)

%1)0#(!+,)
) 

 α=469367.1234291810 
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辺の長さを２倍、４倍、８倍、16倍・・・（２のべき乗倍）としたメッシュをメッシュ

サイズ２、４、８、16・・・とします。任意の基準メッシュから２倍、４倍にするので

はなく、下記のようにどのメッシュサイズも緯度経度とも０度のところからスタートす

るようにしています。 

 𝐿𝑜𝑛𝐶𝑜𝑑𝑒[𝑀𝑒𝑠ℎ𝑆𝑖𝑧𝑒] = 𝑖𝑛𝑡( 2"#3"45
65)78095

)	 

 𝐿𝑎𝑡𝐶𝑜𝑑𝑒[𝑀𝑒𝑠ℎ𝑆𝑖𝑧𝑒] = 𝑖𝑛𝑡( 2+,3"45
65)78095

)	 

 
東京近辺の緯度 36度では、東西の長さはメッシュサイズ１は約 11m、メッシュサイズ

２は約 22m となります。１辺のだいたいの長さがイメージしやすいように基準サイズ

を経度 8192分の 1度にしています。 
 
 

6.2.2. 拡張スクウェアメッシュ区間 
GPS の測位誤差により走行位置が左右にずれるとメ

ッシュ通過位置が変わります。メッシュの角をかすめ

るように通過すると（たとえばメッシュの西側の辺か

ら北側の辺に通過すると）、区間長が大きく変わってし

まいます。これでは同じ場所でも同じ区間長になりま

せん。そこで右図のように隣のメッシュと統合した「拡張スクウェアメッシュ区間」に

することで走行位置のずれが区間長に大きな影響を与えないようにしています。 
 
下記にスクウェアメッシュコード、拡張スクウェアメッシュ区間を求めるプログラム

のサンプルコードがあります。ご自由にお使いください。 
https://www.bumprecorder.com/document/samplecode_squaremesh.zip 

 
 

6.2.3. 使用するメッシュサイズ 
BumpRecorder はメッシュサイズ２以上の区間で指標算出し、メッシュサイズ１の

区間は指標算出しません。 
理由１：GPS の測位誤差を 5m 程度で考えると、向こうへ 5m、こちらへ 5m ずれる

と区間長とほぼ同じ 10mずれてしまい「同じ区間」での比較にならないため。 
理由２：IRI は 15m 程度のうねりに反応しやすいのでそれ以下での評価は QC（クウ

ォーターカー）シミュレーション内でのゴールデンカーのサスペンションの動

き（いつ伸び切るか、いつ縮み切るか、いつ中立位置に来るか）が IRIの値に
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影響を与えやすいため。 
※定額制のオプション設定でメッシュサイズ１での算出も可能です。 
 
地図表示の際に、ズームインすると小さいメッシュサイズのデータを表示し、ズーム

アウトすると大きいメッシュサイズのデータを表示します。IRI は平均値なので大きい

メッシュサイズ（長い区間長）では局所的な不陸の影響が小さくなるため、赤など大き

い値の表示が減る傾向になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問い合わせ先 

バンプレコーダー株式会社 
〒115-0045 東京都北区赤羽１−５９−６−１０２ 

０３−６４５４−４２５５ 
https://www.bumprecorder.com 

 


